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深谷市教育委員会
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教職員、専門人材等
チームとしての体制の総合的な整備



夢を育む深谷の教育
深谷市教育委員会

人は誰もが「夢」を抱き、これを「こころざし」とし
て掲げ、自らの人生を歩んでいきます。その道のり
は、決して平坦ではありませんが、自らを叱咤し、
友を思いやり、社会の中で助け合い、「夢」の実現
に一歩一歩近づいていくのです。
深谷市は、このような子供たちの自立と成長を手
助けしていきます。



教育の目的
○ 人格の完成
○ 国家・社会の形成者として必要な資質を育成

教育の目的
○ 人格の完成
○ 国家・社会の形成者として必要な資質を育成

渋沢栄一翁の心を受け継ぐ教育の推進

深谷の教育資源に立脚して



渋沢 栄一翁の事績

○実業経済をはじめとする近代日本の創造 立 志

○精神的基盤として「論語」を尊重 忠 恕

○株式制度・社会福祉・国際親善等の奉仕の精神 支え合い

深谷市のコンセプト



立志と忠恕の深谷教育プラン
深谷市教育振興基本計画

夢とこころざしをもち、
まごころと思いやりのある深谷の子の育成



■子供たちの夢を支える
教師の意欲を支援

・人的環境の整備
・物的環境の整備

■子供たちの夢を
育むための学びを支援

・立志の精神
・忠恕の心
・支え合う心

青淵学びの郷づくり

夢とこころざしをもち、
まごころと思いやりのある深谷の子の育成
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■子供たちの夢を
育むための学びを支援

■子供たちの夢を支える
教師の意欲を支援

・人的環境の整備
・物的環境の整備

・立志の精神
・忠恕の心
・支え合う心

夢とこころざしをもち、
まごころと思いやりのある深谷の子の育成

青淵学びの郷づくり



「立志の精神」 ■ 深谷市チャレンジ

■ こころざし深谷科学塾■ ステップアップレッスン

子どもたちの夢を
育むための学びを支援



■ 早期英語教育

■ 英語王国

「立志の精神」

■ こころざし深谷国際塾

子どもたちの夢を
育むための学びを支援



■渋沢栄一
こころざし読本・歳時記

■ まごころ訪問

■ ありがとうの手紙

「忠恕の心」「支え合う心」



■子供たちの夢を
育むための学びを支援

■子供たちの夢を支える
教師の意欲を支援

・人的環境の整備
・物的環境の整備

・立志の精神
・忠恕の心・支え合う心

青淵学びの郷づくり

夢とこころざしをもち、
まごころと思いやりのある深谷の子の育成

■ 具体的な取組例

Ⅰ 人的環境
１ 学校運営面から
・学校問題サポートチーム
・学校総合支援員

２ 学習面から
・小学校教科支援エキスパート
・理科支援員
・学校アシスタントティーチャー 等

３ 生徒指導面から
・スクールライフサポーター
・学校福祉相談員 等

Ⅱ 物的環境
・総合的校務支援システムの導入

・ＩＣＴ環境の整備



学習面から
・教科支援エキスパート
・アシスタントティーチャー

等

生徒指導面から
・学校福祉相談員
・スクールライフサポーター

等

学校運営面から
・学校問題サポートチーム
・学校総合支援員

チームとしての体制整備
総合的校務支援システムの導入

ＩＣＴの環境整備



小学校

理科支援員

教科支援
エキスパーﾄ

日本語
指導員

ＩＣＴ支援員

ｱｼｽﾀﾝﾄ
ﾃｨｰﾁｬｰ

特別支援
補助員

教職員

ＡＬＴ

図書館
補助員

学校問題サポートチーム

教育研究所
専門員

学校福祉
相談員

総合的校務支援システムの導入
ＩＣＴの環境整備



中学校

教育相談員

ＩＣＴ支援員

ＡＬＴ

特別支援
補助員

教職員

日本語
指導員

図書館
補助員

学校問題サポートチーム

教育研究所
専門員

学校福祉
相談員

学校総合支援員
Ａタイプ・Ｂタイプ

スクールライフ
サポーター

総合的校務支援システムの導入
ＩＣＴの環境整備



学校総合支援員、学校福祉相談員、警察ＯＢ、
弁護士、教育研究所専門員、学校教育課担当等

学 校 教育委員会

・法的な判断が必要
・警察等との連携が必要
・臨床発達心理的な見地からの判断が必要
・その他、高度な判断が必要

教職員による対応が
困難・重大なケース

会
議
招
集

報告・連絡・相談

早期解決・・・
安定した教育環境づくり

学校問題サポートチーム
専門的立場からの指導・助言・援助

■ 主として学校運営面からの支援 人的環境

学校問題サポートチーム



・不登校やいじめ、安全対策など学校が抱える様々な問題への対応
・学習に不安を抱える生徒への補習学習などの対応

Ｈ２３年度スタート

目
的

学校運営に係る
総合的な支援を図る

【週４日】
各中学校に１名配置

●いじめ、不登校対応及びスクールガード
●中学生補習学習の支援

【週２日】
さらに各中学校に１名配置
●放課後補習学習の支援充実

Ｂタイプ

Ａタイプ

生活困窮家庭の
生徒への学習
支援の充実

拡
充

中学生補習学習

人的環境

学校総合支援員

■ 主として学校運営面からの支援

Ｈ２７～

成果

国県

深谷市



20

人的環境

小学校教科支援エキスパート

小学校高学年における授業の一部でエキスパートによる専科指導を実施する
ことで小学校（学級担任制）から中学校（教科担任制）へのなめらかな接続を図る

目
的

・全ての小学校に配置（１５名）
（Ｈ２７：音楽１４校、家庭科５校、書写１校）
・１日４時間（週２日～週５日勤務）

配
置

・教科担任制に慣れることができる
・教育相談やＡＬＴ等との打合わせ時間を確保

成
果

教育指導の充実不登校の未然防止 中１ギャップへの対応

成果

■ 主として学習面からの支援



人的環境

理科支援員 Ｈ１９年度～

有用な外部人材を小学校３～６学年の理科の授業に配置・活用
・理科の授業における観察、実験活動の充実
・教員の資質向上を図る

目
的

・観察、実験の準備及び片付け
・教材開発の支援 等

内
容

・５名 全１９小学校に週１日配置
・１時間目から４時間目まで

配
置

・子供の理科への興味関心が高まる
６年生「理科の勉強が好き」87.6％（全国平均値よりも＋4.1ポイント）
・理科授業の充実、きめ細かな安全面への配慮

成
果

■ 主として学習面からの支援



アシスタントティーチャー
低学年の担任を補助

ＴＴによるきめ細やかな指導の実施

ＡＬＴ
幼稚園や小１段階からの外国語指導

外国語活動の充実

図書館補助員
学校図書館の整備・充実と学習の補助

読書活動の充実

日本語指導員
増加する外国籍の子供への対応
個に応じたきめ細やかな指導の充実

人的環境■ 主として学習面からの支援



・生徒指導上の課題など学校生活全般を支援

・不登校児童生徒への支援
・問題行動の早期発見及び教員との連携
・体育における柔道支援

スクールライフサポーター

目
的

内
容
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－１２件 －６８件
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①不登校、非行・問題行動等に対する迅速な対応
②個に応じた指導支援による児童生徒の授業集中力アップ
③安全かつ充実した柔道授業の実施

成
果

配
置

・中学校８校、小学校２校に一人ずつ配置（計１０名）
・週５日 ６時間

人的環境
■主として生徒指導面からの支援



特別支援補助員

（市内小中学校に在籍する割合：約６．５％）

支援が必要な児童生徒への

自立支援・学習支援・介助

～担任と一体となり支援～

支援が必要な児童生徒への

自立支援・学習支援・介助

～担任と一体となり支援～

教育支援プランの作成
特別支援学級：１００％
通常の学級：８０％
（Ｈ２６年度）

教育支援プランの作成
特別支援学級：１００％
通常の学級：８０％
（Ｈ２６年度）

市内小中学校に２５名を配置
学校からの要請を受け配置

人的環境■主として生徒指導面からの支援



関係各課・医療

教育相談

●ＳＣ
各中学校に
配置
●ＳＳＷ
中学校区に
週2回配置

小学校
中学校

のべ２２３８件の相談
（Ｈ２６年度）

１１６日訪問
（Ｈ２６年度）

年４９回開催（Ｈ２６年度）

ケース会議

巡回相談

学校福祉相談員
（臨床心理士・臨床発達心理士を計３名）

教育研究所専門員（７名）

人的環境

深谷市立教育研究所

■主として生徒指導面からの支援



物的環境の整備物的環境の整備総合的校務支援システムの導入

子供と向き合う時間の確保子供と向き合う時間の確保

0% 20% 40% 60% 80% 100%

成績処理事務の負担感の変化

大いに軽減 少し軽減 少し増加

名簿の管理
・各種名簿の作成
・緊急連絡メール

出欠席の管理
・出欠状況の把握
・統計資料の作成

成績処理
・通知表の作成
・指導要録等の作成

教員一人あたり

年間平均６５．４時間を捻出

情報セキュリティー対策
情報管理規定の設定・ウィルス対策

名簿・出欠席・成績等を一元化



○全教室に書画カメラ
○モニターの整備

小学校：大型液晶テレビ
中学校：天吊液晶プロジェクター

○各クラス１台の指導用ＰＣ

○よりわかりやすい授業
○教材作成の時間短縮
○ＩＣＴを活用した

授業の割合

約２時間に１回
小学校47.8％・中学校52.4％

授業でのＩＣＴの活用 物的環境の整備物的環境の整備



○全ての通級指導教室・特別支援学級にiPadを整備
・教育研究所と市内２９校に合計１５７台を整備
（通級指導教室各３台、各クラス２台）

○ふっかちゃん子ども福祉基金を活用

○障害や発達の段階に
応じた学習指導

○生活上の困難をサポート

特別な教育的ニーズに対するＩＣＴの効果的活用

成果
・自主的・意欲的に学習に取組めた
・自分の口の動きを客観的に見て

発音の仕方を学べた（きこえとことばの教室）

物的環境の整備物的環境の整備



校務支援システム
との連携・活用

チーム学校の一員として教員を支援

教員の事務処理時間の軽減
適正な事務の実施
共同実施による情報の共有化
校内運営（企画）委員会への参加

事務の共同実施による教員のサポート

事務の効率化
人材育成

（プロを育てる）



成果 多様な人材配置による安定した学校運営の実現

いじめ Ｈ２０ ６４件 → Ｈ２６ １６件 （７５％減）

不登校 Ｈ２０ １５７人 → Ｈ２６ ５３人 （６６％減）

暴力行為 Ｈ２０ ６８件 → Ｈ２６ ８件 （８８％減）

○生徒指導上の諸問題の減少
組織的取組による
積極的生徒指導の
推進

・全国学調（中３） 無解答率（４項目の平均）
Ｈ２０ ９．６％ → Ｈ２６ ４．１％（－５．５ポイント）

全国学力・学習状況調査教科に関する調査（中３）より

○学習意欲の向上

教職員による
充実した
授業の実施

○夢やこころざし、まごころと思いやりの育成

・「夢や目標をもっていますか」（肯定的回答の割合）
Ｈ２０ ７２．４％ → Ｈ２６ ７９．５％（＋７．１ポイント）

・「人の気持ちがわかる人になりたいか」（肯定的回答の割合）
Ｈ２０ ９２．５％ → Ｈ２６ ９７．８％（＋５．３ポイント）

全国学力・学習状況調査質問紙調査（中３）より

自己実現を目指す
子供たちの
意欲的な姿勢



課題

○学力の向上

多忙感を解消し、日々の授業を改善して学力向上に結びつけること

・チーム意識をもち、新しい教育課題への対応を図る研修の推進
・教員が子供と向き合う時間を確保するための教職員のチーム意識の醸成

○学校の組織力の向上

学校が、校長を中心とする組織体として十分に機能すること

・教職員や専門人材による目標共有、協働意欲、情報共有の徹底
・個々の力量発揮と、互いに補完し合うチーム意識の醸成

○複雑化する生徒指導上の課題への対応
家庭環境の変化、特別な教育的支援を要する子供の増加への対応を図ること

・学校を福祉のプラットホームとして機能させる取組の導入
・専門家の知見を活用し、チームとして臨機応変な対応



専門人材の
活用

教職員の地域への
参画

今後の方向性

チーム学校

元気な学校 元気な子供 元気な地域

児童生徒の減少（小・中学校の適正配置）

家庭・地域の教育力の低下地域における学校の存在意義

地域の核となる学校づくり

中学校区におけるSC・
SSWの常駐的配置

関係機関との連携強化
学校運営協議会
（深谷モデル）の構築

地域総がかりで次代を担う子供たちを育成

家庭・地域の
学校運営への参画



ご清聴ありがとうございました
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